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昭

和

可

決

昭
和

六
十
三
年
第

一
回
小
浜
市

議
会
定
例
会

が
二
月
九

日
に
招
集

さ
れ
た

。

今
定
例
会

の
会
期
を

二
十
三

日

ま
で

の
十
五

日
間
と
決
定

。

直

ち
に
議
案

の
審
議

に
入
り
、

昨
十

二
月
定
例
議
会

に
お

い
て
決

算
特

別
委
員
会

に
付
託

、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な

っ
て

い
た
認
定

第

三
号
昭
和
六
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会

計
歳

入
歳
出
決
算
外

八
件

の
決
算
認
定
案
件

に

つ
い
て
松
崎

茂

明
決
算
特
別
委
員

長
よ

り
報
告

が
な
さ
れ
た
。

質
疑

、
討
論
を
得

て
採
決

を
行

な

い
九
件

の
全
決
算
を
承
認

し
た
。

続

い
て
議
案
第

一
号
昭
和

六
十

二
年
度
小
浜
市

一
般
会

計
補
正
予

算

（第

四
号
）
外

七
件

の
補
正
予

算
並

び

に
条
例

の

一
部

改
正

、
条

例

の
制
定
外

二
件

、
計

十

二
件

の

議
案
が
市
長
よ
り
提
案

さ
れ
た
。

市
長

、
参
事
兼
財

政
課
長

、
総

務
課
長
よ
り
提
案

理
由

の
説

明
が

行
な
わ
れ
た
。

質
疑

、
討
論
を
経

て
採
決

に
入

り
十

二
議
案

を
可
決

し
た

。

続

い
て
、
総
務

、
建
設

、
産
業

経
済

、
教
育
民
生
常
任
委
員
会

の

所
属
変
更
を
行
な

い
散
会

し
た
。

十

日
は
、
議
案
第

十
二
号
昭
和

六
十
三
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予

算
外

二
十
三
件

の
議
案
が
提
案

さ

れ
た

。
こ
の
中
で

吹
田
市
長
よ
り

「
議

会
の
皆
さ
ま
方
の
御
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
に
ム
チ

打
っ
て
全
力
を
傾
注
し
市
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
こ
ん
身
の
努
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
リ

ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
理
解

と
御
賛
同
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。

翌
十

一
日
は
十
日
に
提
案
さ
れ

た
諸
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
が
な

さ
れ
各
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の

常
任
委
員
会

に
付
託

、
十
二
、
十

三
日
を
休
全
と

し
た
。

十
四

日
は
本
会
議

を
再

開
、
十

四
、
五

日
の
二
日
間

に
わ
た

り
八

名

の
議
員
が
次
期
市

長
選
出
馬

、

大
学
誘
致
問
題

（
総
合
運
動
場

、

市
道

の
認
定
と
改
廃
等

々
市
政
全

般

に

つ
い
て

一
般
質
問
が
行
な
わ

れ
た
。

十
六

日
よ
り
二
十

二
日
本
て
休

会

、
二
十
三
日
本
会
議
を
再

開
し

た
。さ

き
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に

つ

い
て
各
常
任
委
員
長
よ
り
報
告
が

あ
り
質
疑
、
討
論
を
経

て
、
採
決

の

結
果
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。

次

い
て
課
設
置
条
例

の

一
部
改

正
に
伴

う
議
会
委
員
会
条
例

の

一

部

改
正

に

つ
い
て
の
案
件
が
総
務

常
任
委
員
長
よ
り
提
案
、
可
決

し

た
。次

い
て

、
監
査
委

員
、
公
平
委

員
会
委
員

、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

、
人
権
擁
護
委
員

の

各
行
政
委
員

の
任
期
満
了
に
伴

う

人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
、
全
人
事

案
件
に

つ
い
て
滴
場

一
致
て
同
意

し
た
。

最
後

に
、
意
見
書
案
第

一
号
北

陸
新
幹
線

の
優
先
着

工
に
関
す

る

意

見
書
案
が
野
村
定
彦
総
務
常
任

委
員
長
よ
り
提
案
さ
れ
、
全
会

一

致
を
も

っ
て
可
決

、
政
府
関
係
機

関

へ
意
見
書
を
提
出

し
、
昭
和
六

十
三
年
第

一
回
小
浜
市
議
会
定
例

会
を
開
会

し
た
。
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3月 定例市議会の一般質問

が 3月 14、 45日 の 2日 間

にわたり行なわれ、 8名 の議

員が章壇く市政全般について

執行部側の考えを問いただし

た十11 1 1 1 1 1 1 1 1 1         ‐

今回の一般質問は吹田市長

の次期出馬、大学誘致、総合

運動場、市東部の振興、公共

下水道、米飯結食、市道の認

定と改廃、若狭総台公園等マ

につし卜て理亨者側の姿勢を聞

し、た。    
|十 ■||■(

(一般質問(市 長答弁の1要

旨は次のとおり)  ‐  |

市議会だより

挙  で 進 す で ま
公 特 あ 行 が に す
約 に り 形

｀
完
°

で
｀
ま と ほ 成 し

あ 吹 す い と を か
り 回
°
う ん 見 し

ま 市  の ど た
｀

し 長  が の も こ
た の  現 も の の
大 最  状 の が 中

繋 ―堤 亀 ]写

吹

田
市

長

の
次

期

市

長

選

出

馬

に

つ

い
て

で

ご
ざ

い
ま

す
●

吹

田

市

長

さ

ん

に

、

亡

浦

谷

市

長

の
後

を

受

け

ら

れ

ま

し

て
市

長

に
当

選

さ

れ

て

よ

り

、

は

や

任

期

が

残

す

と

こ
ろ

数

力
月

と

な

り

ま

し

た

。

吹

田
市

長

在

任

中

は

庁

舎

建

設

、

大

学
誘

致

、

公

共

下
水

道

、

白

家

再

開

発

、

新

幹

線

若

狭

ル
ー

ト

の

問

題

、

致

賀

～

舞

鶴

間

の
高

速

自

動

車

の

問

題

等

々
大

き

な

問

題

に

勢

力

的

に

取

り

組

ん

で

こ
ら

れ

ま

し

た

。
こ

の

こ
と

に

つ
き

ま

し

て

は

心

か

ら

敬

意

を

表

す

る
も

の

で

あ

り

に

つ
き
ま
し

て
は
、

い
ま
だ

に
Ｂ

の
目

を
見
ず

に
現
在

に
至

っ
て
お

サ
ま
す
。
　
　
・　
　
　
　
！

一
こ
の
よ
う
な
現
状
の

中

で
昭
和

六
十

三
年
度

の
予
算

は
！骨
格

予
算

で
は
な
く
年

閉
予
算

を
組

ま
れ
て

い
る
わ

け
で
あ
サ
ま

す
。

一
市

の
基
本
政
策

で
述

べ
ら
れ
た

中

に

二
十

一
世
紀

に
向

け
て

こ
ん

身

の
努

力
を
払
う

と

の

こ
と
ば
が

あ
り
ま

し
た
。
　

　

■

・
ま
た
、　
一
部
報
道
機

関
が
吹

田

市

長
次
期
市
長
選
出
！
吊

と
、
す

で

に
報
道

い
た
し

て
お
り
ま

す
が
、

市
長

は
現
在
ま

で
に
議
会

に
お

い

て
は

っ
き

り
と
し
た
立
候
補
表
明

を
さ
れ

て
お
り
ま

せ

ん
が
、
先

の

こ
と
を
推

測

い
た

し
ま
す

と
次
期

市

長
選

に
出

馬
さ
れ

る
意

思
が
十

分

に
あ

る
よ
う

に
お
見
受

け

い
た

し
ま
す
。

不
肖

、
私

は
昭
和

二
十
九
年

八

月
五

日
浦

谷
前
市

長
さ
ま

の
後
を

受
け
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な

る
御
指
導
、
御
支
援
を
賜
わ
り
ま

し
て
市
政
を
あ
ず
か
ら
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
と

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
！
余
す
と
≡
ち

‐五
均
明
堤
ち
ず
で

一
卿
相
！！
目
的
北
一抑
抑
卿
ま
！
了
．

”
比
す
こ

隣
胡
雌
期
雰
府
鞠
効
統
一靭
崎
”
御
一

時
拘
釣
淀
紅
蛙
姉
銀
！Ｗ
準
健
≡！し
ぃ
棒

人
づ
く
り
、
福
祉
の
抗
俣
・…、
自
然

！難
〕
蜘
卿
梅
郊
力
争
・り
の，ら
す
嘘
中

環
境

！！
整
備
、
括
功
，
る

！
街
づ
く
リ

の
た
め
の
福
祉
の
振
興
等
に
つ
い

い拙端瑳荘釣拙抑判確印的従

さ
せ
！て
い
た
だ
き

、
予
定

ど
お
り

杓
”
ル
章

湖
第
↑
使
郭
軒
や
志

れ

成

の
ま
ま

に
山
積

し

て
お
り
ま
す

。

私

の
方
足
ら
ざ

る
こ
と

、
知
恵

の
及
ば
ざ

る
こ
と

に

つ
き
ま

し

て

反
省
を

い
た

し

て
お

る
と

こ
ろ
で

ご
ざ

い
ま
す
が

、
議
会

の
皆
さ
ま

を

は
じ
め
各
位

、
各
層

の
あ
た
た

か

い
御
支
援

、
御
指
導
を

い
た
だ

く

こ
と
が
で

き
ま
す
な
ら
ば
体
調

も
き
わ
め

て
健
康
で

ご
ざ

い
ま
す

の
で

、
覚
悟

を
新

た

に

い
た

し
ま

大
学

の
問
題

に

つ
き
ま
し
て
、

市

長
は
理
想

を
掲
げ

な
が
ら
、
当

初
日
標
ｔ
ｔ
ま
し
た
六
十
四
年
開

学
一
，
切
知
事
の
死
去
、
そ
の
他
！

↓‐なｆｉ‐十‐ｉろ十中呼””申手中””中中

”ｒ球帥華範帳韓持却い枚い

”車響神親郊一犯よ…！ｉ‐韓線的う！域

焼”韓塩味の発言一一一れて，

大学が若狭にあるこ！とはけ

難
警
難
幹
紛

”球けルば叫巾娘”ｍ』把純

！！ぎ味〕帥韓。‐！言があっ！た，けで≡

直体的呼ぃ！伸筆知“お刺弾携

叫都小栞舟一拘煎い羊的林いや

思燕キ勝球については、現在

球嶋的卿鹸
‐し学約飾卿わ推帥”

雑講姉帥卵的貯帥障確勁巾歳

い
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

韓初ギ韓韓巾串★均一！「キ一

に
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
て
新
年
度
中
に
成
案
を

出

し
た

い
と

い
う

こ
と
で
ご
ざ

い

ま

し
て
、
一
県
て

は
各
界

ギ
各
層
て

構
成
す

る
県
大
学
問
題
協
議
会
を

設
置

し

て
高
等
教
育

の
あ
り
方

に

つ
い
て
調
査

（
研
究
が
な
さ
れ
る

予
定
で

あ

る
と
承

っ
て
お
り
ま
す
。

嶺
南
大
学
誘
致
推
進
協
議
会

の

調
査
て

は
、
嶺
南
て
事
業
を
や

つ

て
い
る
事
業
所

の
九
十
七
訂
、
住

民

の
八
十
訂
が
必
要
で
あ

る
と

の

結
果
が
出

て
お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
多

く
の
方
が
大

学

の
実
現
を
強
く
望
ん
で

い
る
こ

と

は
明
ら
か
で

あ
り
ま
す

一
大
学

問
題

は
短
期
的
な

≡問
題
で

は
な
く

長
期
的
な
問
題
で
ご
ざ

い
ま
す

の

で

長
期
展
望

の
も
と

に
、
そ

の
実

を
見
出
す

こ
と

に

つ
と
め
た

い
と

思

っ
て
お

る
と

こ
ろ
で
す

。

当
初
申

し

て
お
り
ま
し
た
開
学

の
時
期
と
は
、
す
で

に
か
け
離
れ

て
お
り

…‐‐、
達
成
す

る
こ
と

は
で

き

な

い
わ

け
で
す
が
、
過
去

に
お
け

る
歴
史
的
経
緯

か
ら
当
地
域
が
建

学

の
絶
好

の
場
所
で

あ

る
と
確
信

し

て
お

り
ま
す

の
で

鋭
意

現
在

の

運
動
を
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

県
立
大
学

の

一
部
を
持

っ
て
く

る
問
題
と
当
初
掲
げ

て

い
た
構
想

が
予
盾

し

て
い
る
の
で

は
な

い
か
、

当
初

の
予
定

の
と
お

り
だ

け

の
こ

と
を

い
う

て
い
る
の
は
現
実
を
直

視

し
て
い
な

い
の
で

は
な

い
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
大
学
問
題

は

若
狭
地
方

の
地
盤
を
向
上

せ
し
め

る
た
め
に
は
か
ら
れ
た
恒
久
的
福



市議会だより【3】

｀
喫|!や

祉

の
最

も
根
源
的
な

る
政
策
で

あ

っ
た
わ

け
で

あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
若
狭

に
そ

の
源

を
発

し
た
と

い
っ
て
も
過
言
で

は

な

い
と

思

い
一
！
ま
す
ず
！そ

‐
の
掠
十は
ぃ

決

し

て
変
わ

る
こ
と

は
な

い
わ

け

て

ギ
ま
た
決

し
て

忘
れ
て

は
な

ら

な

い
原
点
で

あ

ろ
う
と
思
う
わ
け

で

！！ご，
ざ

‐い
ま
す
ず
■
一

私
ど

も
は
嶺
南
全
体

の
地
盤
向

上

！！！
、
恒

！！
久
福
祉

に

っ
と
が

る
力

‐の

あ

る
容
量

の
あ

る
大
学
を
望
ん
で

い
る

の
は
当
然
で

あ
り
ま
す

。

現
在

も
引
き
続
き
嶺
南

地
方

の

水
準
向
上

に
資
す

る
だ
け

の
波

及

効
果

、
イ

ン
パ
ク
ト
を
与

え
得

る

大
学
を
望
ん
で

ま

い
り
た

い
と

思

っ
て
お

り
ま
す
。

総
合

運
動
場

の
建
設

に

つ
い
て

は
市
内

の
ス
ポ

ー

ツ
団
体

よ
り
要

望

が
出

さ
れ
て
久
ｔ

い
の

で
す
が
、

六
十

二
年

に
適
地
調
査
委
託
料

と

し

て

三
百
万
円
が
計
上

さ

れ
、

そ

っ
一
卓
ゆ
対
打
一
！地 ！≡ ！
な
．一
＋
荘
条
！！
た

中

件
等

八
項

の
評
価
項

目
が
あ
り
、

陸
上
競
技
場
、
庭
球
場

、
多

目
的

グ

ラ
ウ

ン
ド
、
プ

ー

ル
、
ゲ

ー
ト

ポ

ー

ル
場
を
備

え
、

二
十
診

の
用

地

が
必
要
だ
と

い
う

こ
と

で
す
。

ま
た
、
候
補
地
と
し

て
国
分

の

農
地
ギ

尾
崎

の
農
地

と
山
地

、

日

一一
縄

つ
と

地

と
山
地

が
発
表

さ
れ

！キ
怠
ｔ

一
本

に
校
！り
た
，い
，ｔ
あ
≡
・

戒

力
対
φ
庁
鞍
姫
れ
”

務
靴

ゼ
一
！

地

理
的
条
件
を
主

と
さ
れ

る
の

か

。建

設

費

の

い

か

ん

で

決

定

さ

れ

る

の

か

…。

用
地

の
買
収

の
難
易
度

、

用
地

交
渉

に
よ

っ
て
！ｔ
，め
ち
れ
！ち
の
か
。

均
衡

の
と
れ
た
都
市
計
画

の
観

点

か
，
≡
め
，る

の
か
お

伺

い
い
発

し
ま
す
。

総
合
運
動
場

の
候
補
地
の
選
定

は
ど

の
よ
う
な
方
法
で

す

る

の
か

！と

い
う

こ
と
で
す

が

一
六

十
二
年

度

は
適
地
調
査
を

コ
ン
サ

ル
タ

ン

ト
に
委

託
、
三

カ
所

の
候
補

地
が

出

て
き
た
わ

け
で

す
が

、
規
模
的

、

事
業
的
に

も
本
市

に
と

っ
て
き
わ

め

て
大

き
な
施
策
で

あ

り
、
将
来

展
望

に
立

っ
た
！総
合

開
発
計
画
を

進
め

る
上
て
位
置
づ

け

る
必
要
が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

さ

ら

に

行

財

政

上

、
中

長

期

的

な
振

興
計
画

の
策
定
が

必
要
で

あ

る
と
考

え
、
庁
内

に
小
浜
市
総

合

運
動
場

（運
動

公
園
）
計
画
検

討

市

釣
拶

一
書
‐
ク
一
類

相

」
義
穀

確

い

・

向
か

っ
て
各
種
制
度

の
取

り
組

み

な
ど
、
具
体
的
手
法

の
研
究
を
進

め

る
体
制
を
整

え
た
と

こ
ろ
で

す

。

今
後

は
用
地
選
定

の
た
め

の
協

議
機

関
と

し

て
、
議
会

、
体
協
を

は
じ
め
各
界
代
表

の
十
五
名

か
ら

二
十
名

の
方

に
お
願

い
申

し
上
げ

た
く
存

じ

て
お

り
ま
す
。

公
共

下
水
道

は
市
民
生
活

の
環

境
衛
と

の
向
上
■

”
洲
等

の
水
質

汚
濁

の
防
止
、

都
市

環
境

の
美

化

等

に
大

き
な
役
割

り
を
果

た
す
施

設
で
あ
り
、
未
来
の
近
代
的
都
市

づ
く
り
ｔ
不
可
矢
一な
ｔ
つ
で
あ
る

と
考
え
て
お
け
ま
す
。

が
、
こ
れ
が
整
備
に
膨
大
な
投

咋静
‰弗蠣
縄

対
“
受
章
で
あ
る
と
思
い
≡
す
「

第

一
期
分
が
昭
和

六
十

六
午
ビ

月
供

用
開
始
、

ト

イ

レ
の
水
洗
化

に
伴

う
個
人
負
担

が
数
十

万
円

か

か
る
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

個
人

の
経
済
負

担
を

〓
時

に
か

け
な

い
よ
テ
月

々
積

み
立

て
に
よ

る
公
共

下
水
道
貯
金
を
創
設

、
市

民

に
呼
び

か
け
て
は
ど
う
か
と
思

小
・
！
‐
！！
ま

け
や
一す
い

〕
齢

時

車
す ‐
！
を
十
！
お

綱
！

ま
た
、
別
な
方
法
が
あ
れ
ば
教

え
て

い
た
だ
き
た

い
。

各
家
庭
内

に
排
水

設
備

す

る
費

用
、
受
益
者
負
担
が
必
要
と
な

り

ま
す

。

卜
軒
金
！
本
巾
討

の ！ｉ
金
‐‐働

判

Ｗ
取
悔

改 ｔ、
報

に
よ

る
課
税
扱

い
、

マ
ル
優

制
度

の
廃
止
等

の
点

か
ら
金
融
機

関
と

協
議

し
！な
が
ら
検

討

し

て
い
き
た

い
と

思

っ
て
お
り
ま
す

一

改
造
資
金
融
資
制
度

は
他
市
て

も
設
け

て
お
り
ま
す

の
で
庁
内
で

十
分
検

討
さ

せ
た

い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

監
査
委
員

長
三
州
　
　
杉
！臓
！Ｐ
対

定
！彦

勢

景

岡
！尾

正

雄

委

員
山

本

　

肇

小
川
多
嘉
士

岡
！本
一　
治

中

澤

吉

次

委

員

長

浜

副
委
員
長

≡島

委

員
山

藤

貞

雄

早
寺

本

久

雄

≡
店
！」
一残
丁

委

貝

長

野

本寸

■貫 子

永 岸
一 利

夫
一
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一≡
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〃
　

岡
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長
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委
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長
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長

副
委
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長

谷
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委
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建

i村 ‐坂 1浜 松‐今 深

上 下 野

司 均 是

島

寿

夫岡J

公
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委
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委
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木
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雄
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木
　
村
　
徳
大
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一

人
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擁
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委
．！員

士
口
　
同
　
嘉



４

市議会だより

北
！陸
一新
幹
線
の
優
先
！着
工
に
関
す
る
意
見
書

陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

モヽ
鐘
騒

よ

り
処

理
を
す

る
」

こ
と

に
し
た
。

過

Ｂ

の
全
員
協
議

会

に
お

い
て

陳
情
書

の
取

り
扱
！い
に

つ
い
て
を

協
議

し
た
一

（署
名
の
例
）

（押
印
の
例
）E 〕

日
本
国
憲
法

第
九
十
四
条
　
地
方
公
共
団
体

は
、
そ
の
財
産
を
管
理
し
、
事
務

を
処
理
し
、
及
び
行
政
を
執
行
す

る
機
能
を
有
し
、
法
律
の
範
囲‐
内

で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
さ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

！地
方
自
治
法
　
　
！　
！

胎
「瀬静
鶏
期
巌
蜘

一
　

条

！
例
を
設

サ
又
は
改
定

す

る
こ
と
。

ュ
韓

牢
雑
例 ‐！五
を ！
‐
十
庫
等
付
海
葉
醸
醇

方
公
共
団
体

は
、
条
例
を
設
け
又

は
改
定

し
た
と
き
は
、
政
令

の
定

め

る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県

に
あ

っ
て
は
自
治
大

臣
、
市
町
村

に
あ

っ
て
は
都
道
府
県
知
事

に

こ

均
焼
規 ！報
誌
詢
権

刊
的
都
韓

れ
ぉ

ぃ
。

こ

の
よ
う
に
、
地
方
公
共
団
体

の
条
例
制
定
権
が
憲
法

に
よ

っ
て

保
障

さ
れ
、
し
か
も
地
方
自
治
尊

重

の
精
神

に
の
っ
と

り
、
自
治
立

法
権
が
大
幅

に
拡
大

さ
れ

て
い

る

こ
と

は
、
議
会

の
権

限
が
非
常

に

重
要

な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
味

す

る
こ
と

に
な

る
。

国

の
法
体
系

、
自
治
法
規
体
系

を
表
示
す

る
と法

律
政
令
結
理
府
令
・省
令

規
則
そ
の
他
特
別
の
命
令

条
例

規
則蓉稲
慾
鏑
球薙
畷

と
な
る
。

こ
れ
に
よ
け
、
三
月
議
会
で
は

「市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

抑
枠
巾
「
中
枠
一
都
市
藤
蜂
柳
切

に
お

い
て
、
第

二
条
第

二
項

（普

通
地
方
公
共
団
体

は
、

そ

の
公
共

事
務
及
び
法
律

又
は

こ
れ

に
基

く

政
令

に
よ
り
普
通
地
方

公
共
団
体

難

掛

中
”
”
”
灘

中

処

理
す

る
。
）

の
事
務

に
関

し
、

条
例
を
制
定
す

る
こ
と
が
で

き

る
。

第
九
十

六
条
　
普
通

地
方
公
共

団
体

の
議
会

は
、
左
に

掲
げ

る
事

件
を
議
決

し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

誦透1製キ?

北
陸
新
幹
線
は
沿
線
地
域
の

飛
躍
的
！な
発
展
を
は
か
る
上
で

大
き
な
役
割
り
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
り
、
二
十

一
世
紀
を
展

望
す
る
四
全
総
に
お
い
て
も
高

速
交
通
体
系
の
中
核
と
し
て
国

上
の
均
衡
あ
る
発
展
に
不
可
欠

な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
の
代

替
補
完
の
役
割
り
を
果
た
す
な

ど
、
き
わ
め
セ
重
要
な
意
義
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
昨
年
公
表

さ
れ
た
試
算
で
も
採
算
性
に
優

れ
た
鉄
道
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て

は
整
備
新
幹
線
建
設
促
進
検
討

委
員
会
の
適
切
な
結
論
を
得
て

北
陸
新
幹
線
の
優
先
着
工
を
決

断
さ
れ
、
地
域
住
民
の
長
年
に

わ
た
る
非
願
に
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

情陳
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